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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成26年４月の消費税引き上げに伴う駆け込み需要の反動に

より減速しましたが、政府の経済政策等を背景に、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。また、当社の売

上高前年比においても、第１四半期累計期間93.3％、第２四半期累計期間100.0％、当第３四半期累計期間103.5％

と、駆け込み需要の反動減から、回復基調の流れとなりました。しかしながら、円安による輸入価格の上昇など、

個人消費は低迷し、依然として消費環境は先行き不透明な状況が続いております。

 このような経営環境のなか、当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、事業の長期的な成長を重視し、社会

のデジタル化に対応した写真事業への変革を目指して、当連結会計年度の計画を推進してまいりました。

 実施した施策は、以下のとおりです。

 

① 「カメラのキタムラ」を３店、「スタジオマリオ」を３店、「Apple正規サービスプロバイダ認定店」を４

店、合計10店出店しました。退店は８店です。「カメラのキタムラ」６店、「Apple正規サービスプロバイ

ダ認定店」の移転による退店２店です。

② 「年賀状」の収益向上のために、次の施策を実施しました。

・スマートフォンからの年賀状注文の強化策として、「写真つき年賀状注文アプリ」、「印刷年賀状注文ア

プリ」全７種類を投入しました。

・「写真つき年賀状」では、「キタムラオリジナルデザイン年賀状」を強化しました。デザインを約1,100

種類に増やしました。「ちびまる子ちゃん」デザインも好評でした。

・「印刷タイプの年賀状」では、プリンターの全店入替えと、高品質・スピード仕上げを実施しました。

・「スタジオマリオ」で「マリオフォトＣＤ」ご購入のお客さまに、年賀状ＤＭをお送りしました。

・「宛名データ化」「宛名シール」の作成に加え、「宛名同時印刷」を開始しました。

 その結果、年賀状の販売枚数は、6,449万枚（前年同期比2.3％増）となりました。

③ 「スタジオマリオ」では、最大需要期の七五三撮影において、客数が前年同期比5.8％減、客単価が前年同

期比4.1％増となり、売上高は前年同期比2.0％減となりました。

④ スマートフォンの販売店舗数を、当第３四半期連結累計期間で22店増やし435店に拡大しました。また、取

扱いキャリアは、ドコモを72店増加し427店に、ａｕを123店増加し214店に拡大しました。ソフトバンクは

15店減少し297店です。平成26年10月から、３キャリア（ドコモ、ａｕ、ソフトバンク）の料金プランや特

典が同時に比較できる無料診断を開始しました。

⑤ 「魔法のアルバム体験キャンペーン」として、イヤーアルバム10％ＯＦＦのキャンペーンを実施しました。

店頭での「おまかせ体験」（お客さまの「写真選び」のお手伝い）を通じて、イヤーアルバムの良さや作る

楽しさを味わっていただき、プリントの増加につなげております。

⑥ 市場の変化に合わせた店舗の統合・再配置を推進しております。平成26年４月に、連結子会社である株式会

社ビコムキタムラが運営する「ＴＳＵＴＡＹＡ中津店」と、「カメラのキタムラ中津店」を移転し統合しま

した。さらに、「スタジオマリオ」を新規併設出店しました。

⑦ 平成26年８月27日に、「スタジオマリオ」のホームページを全面リニューアルしました。店舗別ＴＯＰペー

ジの設置で、店舗情報が見やすくなりました。また、スマートフォン・タブレットでも、パソコン向けホー

ムページと同様の情報量を掲示しながらも、操作しやすいレイアウトに変更しました。

⑧ 外国人観光客の増加に合わせ、「カメラのキタムラ」の免税実施店舗を６店増やし、21店に拡大しました。

また、「キタムラネット中古サイト」を、英語・中国語・韓国語の３カ国語に対応しました。

⑨ 平成26年９月より、「カメラのキタムラ」108店で店舗の外観をリニューアルしました。「スマホ」と「フ

ォトブック」訴求の強化が目的です。

⑩ 平成26年12月に「カメラのキタムラ湘南T-SITE店」を出店しました。新しい試みとして、写真プリントの注

文方法にタブレット端末を導入しました。場所を選ばずに楽しみながら写真選びができます。また、写真プ

リントの注文コーナーは従来の店舗より広く設計し、ご家族でくつろぎながら大きな画面で写真選びができ

るようにしました。

 

 この結果、当第３四半期連結累計期間において当社グループの実績は、売上高は114,333百万円（前年同期比

3.1％増）になりました。消費税増税前の駆け込み需要等の反動から回復し、増収となりました。しかし利益面で

は、天候不順によるプリント部門の売上減少及び店舗外観のリニューアル等のコスト増加により、営業利益2,837

百万円（前年同期比24.5％減)、経常利益3,006百万円（前年同期比22.2％減）、四半期純利益1,725百万円（前年

同期比27.4％減）となりました。 
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 セグメントの業績は、次のとおりであります。

（店舗販売）

 販売店舗を拡大したスマートフォン販売及びApple製品修理サービスが好調に推移したことにより売上高が

増加しました。しかしながら、プリント部門では、年賀状販売が好調だったものの、デジカメプリントが前年

を下回ったことにより利益の減少となりました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間での売上高は101,824百万円（前年同期比3.5％増）となり、2,807百

万円のセグメント利益（前年同期比21.0％減）となりました。

 

（レンタル）

 ＤＶＤ及びＣＤレンタルが減少したものの、書籍及び文具・雑貨販売が好調に推移したことにより、売上高

が増加しました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間での売上高は3,902百万円（前年同期比3.0％増）となり、68百万円の

セグメント利益（前年同期比113.2％増）となりました。

 

（服飾卸販売）

 主力商品である「ＯＵＴＤＯＯＲ ＰＲＯＤＵＣＴＳ」の卸販売が減少したことにより、売上高が減少しま

した。

 この結果、当第３四半期連結累計期間での売上高は1,136百万円（前年同期比14.4％減）となり、104百万円

のセグメント利益（前年同期比20.8％減）となりました。

 

（写真卸販売）

 デザインアルバム、フォトグッズの卸販売は好調に推移しましたが、ポストカードが伸び悩み、売上高は減

少しました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間での売上高3,757百万円（前年同期比2.1％減）となり、363百万円の

セグメント利益（前年同期比8.0％減）となりました。

 

（その他）

 医療用機器等の販売の売上高が増加しました。しかしながら、主要商品部門の粗利益構成比の低下により、

利益の減少となりました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間での売上高は3,711百万円（前年同期比5.6％増）となり、117百万円

のセグメント利益（前年同期比18.3％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は69,592百万円となり、前連結会計年度末に比べて3,411百万円増加

しました。これは主に受取手形及び売掛金が2,049百万円減少したものの、現金及び預金が1,946百万円、リー

ス資産が1,780百万円、未収入金が1,581百万円増加したこと等によるものであります。

 

（負債）

 当第３四半期連結会計期間末の負債合計は48,540百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,873百万円増

加しました。これは主に長期借入金が1,620百万円、１年内返済予定の長期借入金が1,426百万円減少したもの

の、短期借入金が1,760百万円、支払手形及び買掛金が1,478百万円、固定負債のその他に含まれるリース債務

が1,162百万円増加したこと等によるものであります。

 

（純資産）

 当第３四半期連結会計期間末の純資産は21,051百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,537百万円増加

しました。これは主に利益剰余金が1,426百万円増加したこと等によるものであり、この結果自己資本比率は

30.1％（前連結会計年度末は29.4％）となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年３月期の業績予想につきましては、平成26年５月12日公表の「平成26年３月期決算短信」に修正はござ

いません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の

決定方法を複数割引率へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が91百万円減少し、利益剰余金が59百万円増

加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響

は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,486 9,432 

受取手形及び売掛金 11,138 9,089 

商品 13,084 13,124 

原材料及び貯蔵品 738 924 

前払費用 633 669 

繰延税金資産 532 532 

未収入金 3,280 4,862 

その他 272 553 

貸倒引当金 △91 △77 

流動資産合計 37,074 39,110 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 14,125 14,360 

減価償却累計額 △10,198 △10,236 

建物及び構築物（純額） 3,926 4,124 

機械装置及び運搬具 1,237 1,271 

減価償却累計額 △972 △1,039 

機械装置及び運搬具（純額） 264 232 

工具、器具及び備品 7,930 8,026 

減価償却累計額 △6,361 △6,402 

工具、器具及び備品（純額） 1,569 1,623 

土地 5,334 5,485 

リース資産 1,692 3,472 

減価償却累計額 △429 △737 

リース資産（純額） 1,262 2,735 

建設仮勘定 332 1 

有形固定資産合計 12,690 14,202 

無形固定資産    

ソフトウエア 1,730 1,743 

その他 791 955 

無形固定資産合計 2,522 2,699 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,518 1,771 

長期貸付金 40 39 

長期前払費用 240 229 

繰延税金資産 1,522 1,444 

敷金及び保証金 9,150 8,866 

仕入先長期積立金 1,410 1,213 

その他 68 66 

貸倒引当金 △58 △51 

投資その他の資産合計 13,893 13,579 

固定資産合計 29,106 30,481 

資産合計 66,180 69,592 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 17,551 19,030 

短期借入金 200 1,960 

1年内返済予定の長期借入金 7,155 5,728 

未払法人税等 671 744 

未払消費税等 369 960 

未払費用 2,351 2,797 

賞与引当金 907 455 

役員賞与引当金 29 － 

その他 3,407 3,346 

流動負債合計 32,643 35,023 

固定負債    

長期借入金 7,896 6,275 

役員退職慰労引当金 616 666 

退職給付に係る負債 3,823 3,797 

商品保証引当金 388 337 

資産除去債務 139 138 

その他 1,158 2,302 

固定負債合計 14,023 13,517 

負債合計 46,667 48,540 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,852 2,852 

資本剰余金 2,604 2,604 

利益剰余金 14,060 15,486 

自己株式 △12 △12 

株主資本合計 19,504 20,931 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 134 192 

退職給付に係る調整累計額 △207 △160 

その他の包括利益累計額合計 △73 32 

少数株主持分 82 88 

純資産合計 19,513 21,051 

負債純資産合計 66,180 69,592 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 110,847 114,333 

売上原価 70,000 73,229 

売上総利益 40,847 41,103 

販売費及び一般管理費 37,087 38,266 

営業利益 3,759 2,837 

営業外収益    

受取利息 6 6 

受取配当金 12 20 

受取手数料 65 60 

仕入割引 106 105 

持分法による投資利益 15 16 

その他 107 140 

営業外収益合計 314 349 

営業外費用    

支払利息 156 126 

支払手数料 34 28 

売上割引 5 4 

貸倒引当金繰入額 1 3 

その他 12 16 

営業外費用合計 209 180 

経常利益 3,864 3,006 

特別利益    

固定資産売却益 115 － 

特別利益合計 115 － 

特別損失    

持分変動損失 － 23 

固定資産売却損 － 5 

固定資産除却損 75 71 

減損損失 72 28 

特別損失合計 147 130 

税金等調整前四半期純利益 3,832 2,876 

法人税等 1,450 1,145 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,381 1,731 

少数株主利益 4 5 

四半期純利益 2,377 1,725 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,381 1,731 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 50 58 

退職給付に係る調整額 － 47 

その他の包括利益合計 50 105 

四半期包括利益 2,431 1,836 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,427 1,831 

少数株主に係る四半期包括利益 4 5 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ｉ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書 
計上額 

（注）３ 
  店舗販売 レンタル 

服飾卸 
販売 

写真卸 
販売 

計 

売上高                  

外部顧客への売上高 98,379 3,789 1,327 3,837 107,333 3,513 110,847 － 110,847 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － 67 78 146 － 146 △146 － 

計 98,379 3,789 1,394 3,916 107,480 3,513 110,993 △146 110,847 

セグメント利益 3,551 31 132 395 4,111 143 4,254 △389 3,864 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療用機器販売事業等を含

んでおります。

２．セグメント利益の調整額△389百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△413百万円、持分法に

よる投資利益15百万円及びグループ会社間の未実現損益の調整による影響額７百万円が含まれておりま

す。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 当第３四半期連結累計期間において、固定資産にかかる重要な減損損失はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書 
計上額 

（注）３ 
  店舗販売 レンタル 

服飾卸 
販売 

写真卸 
販売 

計 

売上高                  

外部顧客への売上高 101,824 3,902 1,136 3,757 110,621 3,711 114,333 － 114,333 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － 32 312 345 0 345 △345 － 

計 101,824 3,902 1,169 4,070 110,967 3,712 114,679 △345 114,333 

セグメント利益 2,807 68 104 363 3,343 117 3,460 △453 3,006 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療用機器販売事業等を含

んでおります。

２．セグメント利益の調整額△453百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△458百万円、持分法に

よる投資利益16百万円及びグループ会社間の未実現損益の調整による影響額△12百万円が含まれており

ます。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 当第３四半期連結累計期間において、固定資産にかかる重要な減損損失はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「会計方針の変更」に記載のとおり「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17

日。以下「退職給付会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び

退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及

び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法を複数割引率へ変更しております。

 この変更に伴う当第３四半期連結累計期間の「店舗販売事業」のセグメント利益への影響は軽微でありま

す。
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